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令和２年９月定例会
９18９ ８ （11日間）

線）の工事を進め都市基盤を推進しました。また、
総合福祉センターとの複合化・集約化を具体的に
生対策、各種産業の振興、教育環境の整備や地方
した。

全事業を議員が  鋭 鋭くくチェック‼ チェック‼ 

 50億1,436万円
 46億8,172万円

 本　会　議 
８日　一般質問

９日・18日　議案審議他

 常任委員会 
10日　総務産業
11日　文教民生

14日・15日　決算審査
（特別委員会）

教育費４万2,000円

４億7,256万円
（前年比 １億384万円減）

消防費２万3,000円

２億5,550万円
（前年比 149万円増）

衛生費３万7,000円

４億1,698万円
（前年比 3,370万円減）

農林水産業費１万1,000円

１億2,038万円
（前年比 206万円減）

安全で安心でき
る町づくりを。

町の将来を担う
子ども達には、
すくすく育って
もらいたい。

運営初年度で大
変な中、コロナ
禍対応まで頑張
りました。

農地維持には多
面的機能支払交
付金の有効活用
が必要。

　令和２年第３回議会定例会が、９月８
日から18日までの11日間の会期で開かれ、
報告、条例の制定や改正、令和元年度決
算の認定、令和２年度一般会計補正予算
等上程され、決算の認定については、決
算審査特別委員会において慎重に審議を
行いました。（P.４～５に、質疑内容を一
部掲載）また、８名の議員が一般質問に
立ち、町の考えについて質問しました。

橋本博之議員 金子議員

橋本和之議員 原口議員

英語への興味・
関心、豊かな人
間性を育む活動
の充実。

酒巻議員

町内初！防災用
かまどベンチ設
置。

大澤議員

防犯対策事業 認定子ども園の誕生！

認定子ども園事業 耕作放棄地対策にはサマースクール ３号公園整備工事

サマースクールでALT教諭と英語で楽しむ子ども
たち（令和元年８月）

平成31年４月から東西に１園ずつ開園した認定こども園

令和元年度決算
認定

22万７千円22万７千円

新規新規

１億4,810万４千円１億4,810万４千円

新規新規
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追跡！

　令和元年度では、都市計画道路（赤岩・新福寺
道路延伸上にある保健センターの移転についても、
設計しました。その他、住民福祉の向上、環境衛
創生関係事業についても様々な事業が展開されま

全事業全事業をを議員議員がが  鋭 くチェック‼ 

令和元年度　歳入（町に入ったお金） 
一 般 会 計　歳出（町が使ったお金） 

民生費12万9,000円

14億5,082万円
（前年比 8,585万円増）

公債費２万8,000円

３億1,969万円
（前年比 2,031万円減）

総務費９万7,000円

10億8,728万円
（前年比 ２億1,629万円増）

土木費４万円

４億4,480万円
（前年比 7,821万円増）

その他１万円  議会費・労働諸費・商工費・諸支出金１億1,371万円（前年比63万円減）

令和元年度、
注目したあの事業は…。

使い道は適切で期待された効果は出せ
たのか？
各議員が注目した事業にコメント。

優良企業誘致、
都市計画道路の
開通で爆発的な
町の発展を。

令和２年３月完
了が７月完了予
定、まだ開通で
きない。

待機児童を出す
ことなく、入所
調整が図れた。

着手して16年、
延伸区間も含め
早期の開通を。

川田議員 大谷議員

柿沼議員 髙橋議員

ふるさと応援寄附金

返礼品の種類が
増え、ここ数年
は寄附額が急増
している。

森議員

東西子ども園運営事業

初年度より、待
機児童を出さず
適切な運営管理
ができた。

小林議員

新規工業団地の造成 都市計画道路

認定子ども園の開園 都市計画道路

防災かまどベンチが整備された舞木土地区画整理
地内３号公園整備工事

開通が待たれる都市計画道路（赤岩地内）

一般会計決算の
主な内訳

町民一人あたり

42万円
使われました
令和２年３月末
人口11,236人

1,039万５千円1,039万５千円

新規新規

4,560万６千円4,560万６千円

継続継続
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問

東
西
こ
ど
も
園
の
管

理
栄
養
士
の
人
数
は
足
り

て
い
る
か
。

答

東
西
こ
ど
も
園
で
１

名
の
管
理
栄
養
士
が
い
ま

す
が
、
各
園
と
も
３
名
の

給
食
従
事
者
が
い
る
の
で

管
理
も
含
め
て
作
業
が
で

き
て
い
る
の
で
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

問

令
和
元
年
度
で
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

補
助
事
業
が
終
了
す
る
が

今
後
は
。

答

既
存
の
育
児
助
成
金

を
１
万
円
か
ら
１
万
２
，

０
０
０
円
に
令
和
２
年
度

か
ら
増
額
し
ま
す
。

建
設
環
境
課

問

町
営
住
宅
の
入
居
者

が
年
々
減
っ
て
い
る
が
今

後
は
。

答

里
東（
赤
岩
）と
長
良

（
瀬
戸
井
）の
２
か
所
あ
り

ま
す
が
建
設
か
ら
約
50
年

経
過
し
て
い
ま
す
。
長
良

に
つ
い
て
は
、
か
な
り
老

朽
化
が
厳
し
く
改
修
や
修

繕
を
行
う
と
高
額
に
な
り

ま
す
。今
後
、民
間
ア
パ
ー

ト
を
利
用
し
た
家
賃
補
助

等
も
含
め
て
総
合
的
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

問

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
回
収
さ
れ
た
資
源
物
の

売
渡
し
金
額
は
。

答

不
燃
ご
み
、
資
源
物

が
混
載
し
て
搬
入
さ
れ
る

た
め
各
市
町
別
の
計
測
が

で
き
ま
せ
ん
。
人
口
割
で

案
分
す
る
と
３
４
８
万

５
，１
４
２
円
と
推
定
さ

れ
ま
す
。総

務
課

問

防
犯
カ
メ
ラ
２
台
の

設
置
場
所
は
。

答

西
地
区
で
は
、
西
こ

ど
も
園
の
幼
稚
園
舎
の
南

側
の
丁
字
路
、
東
地
区
で

は
、
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
上
中
森
エ
リ
ア
南
側

の
と
こ
ろ
へ
設
置
し
ま
し

た
。

問

特
殊
詐
欺
対
策
機
器

等
購
入
費
補
助
金
と
は
。

答

自
動
応
答
・
通
話
自

動
録
音
機
能
を
備
え
た
電

話
機
や
電
話
線
と
電
話
機

の
間
に
接
続
し
て
録
音
機

能
を
有
す
る
機
器
を
購
入

さ
れ
た
方
に
、
一
定
条
件

の
も
と
、
購
入
価
格
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で

す
。

問

防
災
倉
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
備
蓄
品
の
水
害

時
の
対
応
は
。

答

様
々
な
資
機
材
等
が

入
っ
て
い
る
の
で
早
め
に

取
り
出
し
ま
す
。

152152の質疑！審議に要した時間の質疑！審議に要した時間650650分分

審査年月日：令和２年９月14日（月）・15日（火）
委 員 構 成：議員全員
　　　　　　委 員 長　大谷　純一
　　　　　　副委員長　酒巻　広明

主

な

質

疑

健
康
子
ど
も
課

決算審査特別委員会
令和元年度各会計決算を徹底審議

資源物を仕分けする地域住民と生活環境委員

西小学校北側に設置されている防災倉庫
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問

自
殺
対
策
に
係
る

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の

現
状
は
。

答

計
画
は
立
て
て
い
ま

す
が
、
今
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
養
成
講
座

を
開
く
か
検
討
中
で
す
。

問

女
性
の
た
め
の
法
律

相
談
へ
の
負
担
割
合
と
現

状
は
。

答

千
代
田
町
、大
泉
町
、

邑
楽
町
の
３
町
で
女
性
の

た
め
に
特
化
し
た
相
談
事

業
で
、
対
象
経
費
と
弁
護

士
へ
の
報
償
費
な
ど
、
均

等
割
10
％
ず
つ
と
、
前
年

の
各
町
３
町
の
実
績
割
に

よ
り
算
出
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は

３
町
で
77
件
、
う
ち
本
町

で
は
24
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

問

高
齢
者
の
虐
待
が
増

え
て
い
る
が
対
応
は
。

答

相
談
、
連
絡
等
を
受

け
た
際
は
、
警
察
や
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問

給
食
材
料
費
補
償
金

は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
と
し
て
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

学
校
が
休
業
し
た
際
、
す

で
に
発
注
し
て
い
た
食
材

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
こ
と

に
対
し
、
国
と
町
が
業
者

に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

問

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
成
果

は
。

答

令
和
元
年
８
月
に
小

学
生
を
対
象
に
英
語
の
体

験
学
習
が
で
き
る
企
画
と

し
て
実
施
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
講

師
と
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い

楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

税
務
会
計
課

問

差
し
押
さ
え
た
物
件

と
売
却
額
は
。

答

不
動
産
１
件
で
落
札

額
は
74
万
５
，０
０
０
円

で
す
。

か
け
て
工
事
を
実
施
・
施

行
し
、
令
和
６
年
度
当
初

分
譲
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

問

舞
木
３
号
公
園
工
事

に
お
い
て
当
初
予
算
か
ら

減
額
し
た
理
由
は
。

答

当
初
の
設
計
内
容
を

少
し
変
更
し
た
た
め
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

問

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
の
分
譲
状
況
は
。

答

平
成
29
年
度
に
値
下

げ
を
し
た
結
果
、
値
下
げ

前
は
１
件
程
度
の
販
売
が
、

平
成
29
年
は
７
件
、
平
成

30
年
度
は
６
件
、
そ
し
て

令
和
元
年
度
は
８
件
と
上

向
い
て
き
て
い
ま
す
。

産
業
観
光
課
・

農
業
委
員
会

問

今
後
、
耕
作
放
棄
地

を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
減

ら
し
て
い
く
の
か
。

答

本
町
で
は
、
耕
作
放

棄
地
の
面
積
が
10
・
８
ha

あ
り
ま
す
。
現
在
農
業
委

員
会
で
は
、
毎
年
町
内
の

農
地
全
筆
に
つ
い
て
利
用

状
況
調
査
を
行
っ
て
い
て
、

所
有
者
に
今
後
の
利
用
意

向
に
つ
い
て
の
調
査
・
相

談
を
行
い
徐
々
に
減
ら
し

て
い
き
ま
す
。

問

ぐ
ん
ま
新

技
術
・
新
製
品

開
発
推
進
事
業
、

１
件
の
内
容

は
。

答

卵
の
殻
を

使
っ
た
容
器
の

研
究
開
発
と
い

う
こ
と
で
、
申

請
が
あ
り
ま
し

た
。

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
が
前
年
度
に
比
べ
て
件

数
が
約
２
倍
、
金
額
に
つ

い
て
も
４
，５
０
０
万
円

の
増
額
に
な
っ
て
い
る
が

人
気
の
返
礼
品
は
。ま
た
、

要
因
は
。

答

サ
ン
ト
リ
ー
の
マ
ス

タ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
や
ハ
イ

ガ
ー
産
業
の
健
康
器
具
な

ど
が
多
く
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

要
因
と
し
て
は
、
令
和

元
年
6
月
よ
り
総
務
省
の

指
定
制
度
が
始
ま
り
、
ほ

か
の
自
治
体
で
取
り
扱
え

な
く
な
っ
た
商
品
、
例
え

ば
サ
ン
ト
リ
ー
の
商
品
な

ど
が
本
町
に
集
中
し
た
こ

と
に
よ
り
件
数
、
金
額
と

も
大
幅
増
と
な
っ
た
と
考

え
ま
す
。

問

公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
債
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
か
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
と
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
複
合

化
に
伴
う
設
計
に
充
て
る

も
の
で
、
建
設
事
業
の
一

部
と
み
な
し
地
方
債
の
活

用
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

後
年
度
、
元
利
償
還
金
の

50
％
が
交
付
税
算
入
さ
れ

ま
す
。都

市
整
備
課

問

中
森
地
区
新
規
工
業

団
地
、造
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答

現
状
の
計
画
で
は
、

本
年
度
12
月
ま
で
に
市
街

化
編
入
手
続
に
伴
う
都
市

計
画
決
定
告
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
当
初

か
ら
土
地
の
買
収
を
行
い
、

そ
の
後
、
設
計
業
務
・
開

発
協
議
等
を
進
め
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に

住
民
福
祉
課

教
育
委
員
会

企
画
財
政
課

ふれあいタウンちよだ分譲地、好評販売中
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審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

小
林　

正
明

柿
沼　

己

議決結果
（賛成：反対）

規約変更の協議
太田市外三町広域清掃組合の規約変更に関する協議　◇【新たなごみ焼却施設の
稼働に伴い、共同処理する事務や経費支弁の方法を変更する必要があるため】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

大泉町外二町環境衛生施設組合の規約変更に関する協議　◇【ごみ焼却に関する
事務等を太田市外三町広域清掃組合において共同処理するため】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例の一部改正
千代田町税条例　◇【住民税では未婚のひとり親に親に対する税制上の措置、及
び寡婦の見直しを行い、たばこ税では軽量な葉巻煙草の課税方式の見直しを行う
もの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町手数料徴収条例　◇【住民票除票の写し等を交付する制度が明記された
ことに伴い、交付に係る手数料の規定が追加されたこと等によるもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例　
◇【居宅介護支援事業所における、主任介護支援専門員の管理者要件、及び、経
過措置期間について規定し改正するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町小口資金融資促進条例　◇【新型コロナウイルス感染症による影響を踏
まえ、信用保証制度の対象業種が拡大されたことによるもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町中小企業設備近代化資金融資促進条例　◇【新型コロナウイルス感染症
による影響を踏まえ、信用保証制度の対象業種が拡大されたことによるもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

令和元年度　決算
一般会計歳入歳出決算
◇【歳入総額50億1,436万円、歳出総額46億8,172万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

国民健康保険特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額13億1,090万円、歳出総額12億6,589万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額１億2,829万円、歳出総額１億2,538万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

介護保険特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額10億1,824万円、歳出総額９億6,041万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

下水道事業特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額２億2,361万円、歳出総額２億1,183万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

令和２年度　補正予算
一般会計（第４号）
◇【３億9,462万円を追加し、総額65億9,725万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ － 可決（9 : 2）

国民健康保険特別会計（第２号）
◇【1,565万円を追加し、総額13億3,064万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

介護保険特別会計（第２号）
◇【5,832万円を追加し、総額９億2,563万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

下水道事業会計（第１号）
◇【1,178万円を追加し、総額２億4,803万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

令和元年度　特別会計
会　計 決　算　額 会　計 決　算　額

国民健康保険 歳　入 13億1,090万円 介護保険 歳　入 10億1,824万円
歳　出 12億6,589万円 歳　出 ９億6,041万円

後期高齢者医療 歳　入 １億2,829万円 下水道事業 歳　入 ２億2,361万円
歳　出 １億2,538万円 歳　出 ２億1,183万円

「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見
書の提出について」の発議が議会運営委員会委員長
より提出され、全議員の賛成により可決されました。

関係行政庁に
意見書を提出

意見書の
提  出
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問

支
援
金
額
を
ど
の
よ

う
に
決
め
た
か
。
再
建
計

画
に
変
更
は
あ
る
か
。

答

１
市
５
町
の
合
計
で

４
，
６
０
０
万
円
で
す
。

館
林
市
３
，４
５
０
万
円
。

本
町
を
含
む
邑
楽
郡
５
町

で
各
２
３
０
万
円
で
す
。

再
建
計
画
は
今
の
と
こ
ろ

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問

ど
の
よ
う
な
改
修
工

事
で
い
つ
ま
で
に
す
る
の

か
。

答

自
動
水
栓
化
と
網
戸

等
の
設
置
工
事
で
す
。
年

度
内
の
完
了
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

監
査
報
告

問

端
末
を
一
人
一
台
買

う
必
要
が
あ
る
の
か
。ま
た

今
す
ぐ
に
必
要
な
も
の
か
。

答

将
来
的
に
は
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
や
家
庭
と
の
連

絡
・
家
庭
学
習
に
使
う
た

め
一
人
一
台
必
要
で
す
。

今
回
の
国
の
施
策
を
生
か

し
た
い
で
す
。

問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答

10
月
か
ら
独
自
調
達

で
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
入
札
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問

決
算
書
の
売
上
と
利

益
は
。

答

決
算
内
容
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。
資
本
金
が

１
億
１
，５
０
０
万
円
あ

る
こ
と
が
信
用
度
で
あ
り
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

問

将
来
の
経
営
計
画

は
。

答

駐
車
場
・
医
療
モ
ー

ル
等
の
施
設
整
備
や
運
営

な
ど
定
款
上
12
項
目
の
事

業
が
あ
り
ま
す
。

問

役
員
・
社
員
の
給
与

体
系
は
。

答

役
員
は
５
人
で
社
長

は
非
常
勤
の
一
定
給
与
。

１
人
は
出
日
当
で
３
人
は

無
報
酬
で
す
。
社
員
は
４

人
で
３
人
は
明
和
町
職
員
。

も
う
１
人
は
民
間
人
で
詳

細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

問

マ
ス
ク
と
カ
レ
ー
の

販
売
し
か
し
て
い
な
い
と

の
話
を
聞
い
て
い
る
が
実

態
は
ど
う
か
。

答

現
在
は
川
俣
駅
周
辺

の
整
備
事
業
と
マ
ス
ク
と

カ
レ
ー
の
販
売
と
把
握
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

ほ
ど
の
12
項
目
の
事
業
に

取
組
む
と
思
い
ま
す
。

問

出
資
金
１
０
０
万
円

の
根
拠
は
。

答

明
和
町
と
の
経
済
創

生
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

政
策
目
的
で
保
有
す
る
も

の
で
す
。
今
後
、
川
俣
駅

主
な
質
疑

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

３
億
９
，４
６
２
万
円
を
追
加
。

総
額
65
億
９
，７
２
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
事
業

１
億
１
，６
８
４
万
円

追
加

商
工
費
一
般
経
費

（
邑
楽
館
林
ま
ち
づ

く
り
出
資
金
）

１
０
０
万
円
追
加

総
務
費
公
立
館
林

厚
生
病
院
支
援
事
業

２
３
０
万
円
追
加

総
務
費
感
染
症
対

策
施
設
改
修
事
業

２
，２
３
６
万
円
追
加

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
関

係
諸
帳
簿
、
証
書
類
は
整
備

さ
れ
て
お
り
、
計
数
的
に
も

正
確
で
あ
り
ま
し
た
。

　

基
金
の
運
用
も
含
め
総
体

的
に
、
ほ
ぼ
健
全
な
行
政
運

営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
予
算

も
効
率
よ
く
執
行
さ
れ
、
行

政
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も

の
と
認
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る

町
税
の
収
入
未
済
額
が
、
前

年
度
よ
り
減
少
が
な
さ
れ
て

お
り
、
未
納
対
策
へ
の
取
組

み
の
結
果
が
数
値
と
し
て
表

れ
た
も
の
と
評
価
い
た
し
ま

す
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
税
収

の
大
幅
減
少
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
引
続
き
滞
納
額
全
般

の
圧
縮
に
向
け
た
取
組
み
を

望
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
各
種
事
業
の

展
開
に
あ
た
り
、
総
合
計
画

及
び
総
合
戦
略
を
柱
と
し
た

計
画
的
な
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
、
住
民
福
祉
の
増
進

と
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
審
査
意
見

と
い
た
し
ま
す
。

　
　

千
代
田
町
監
査
委
員

白
石　

正
躬

川
田　

延
明

（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

周
辺
に
医
療
施
設
、
温
泉

宿
泊
施
設
が
で
き
ま
す
。

本
町
民
も
避
難
先
な
ど
を

含
め
活
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
今
後
新
し
く
工
業
団

地
等
を
開
発
す
る
上
で
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
認

可
を
取
る
こ
と
に
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
協
力
が
も

ら
え
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
で
す
。

問

ま
ち
づ
く
り
会
社
が

本
町
の
た
め
に
何
か
を
し

て
く
れ
る
確
証
が
あ
る
の

か
。

答

経
済
創
生
連
携
協
定

の
中
に
工
業
団
地
と
商
業

施
設
の
企
業
誘
致
が
入
っ

て
お
り
、
す
で
に
情
報
共

有
し
て
い
ま
す
。

問

事
業
内
容
に
不
透
明

な
部
分
が
多
く
、
町
民
に

説
明
で
き
な
い
。
白
紙
に

戻
す
考
え
は
。

答

あ
り
ま
せ
ん
。
医
療

施
設
や
ホ
テ
ル
の
進
出
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

GIGAスクールに向けた教育

自動水栓
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森　　雅哉 議員 P.９

①  SDGsへの取組みについて

橋本　和之 議員 P.11

① 水害と避難所について
② 調整池について

小林　正明 議員 P.13

①  フレイル予防で健康寿命を延ばす考え
は

大谷　純一 議員 P.10

① 学校教育の遅れの取戻しについて

酒巻　広明 議員 P.12

①  災害時、災害復旧・復興に向けてボラ
ンティア活動について

金子　浩二 議員 P.14

① 空き家対策について
② 町の将来構想について

８議員が登壇８議員が登壇

大澤　成樹 議員 P.15

① 登下校時の安全強化について

髙橋　祐二 議員 P.16

① ごみの減量化について問う
② 町が進めている事業について問う

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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SDGs※への取組みは

【 町長 】第６次総合計画で取組みます

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
本
町

へ
の
取
組
み
状
況
は
。

町
長　

現
在
策
定
中
の
千

代
田
町
第
６
次
総
合
計
画

に
お
い
て
取
組
み
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

群
馬
県
と
の
連
携

は
。

町
長　

今
後
、
群
馬
県
あ

る
い
は
近
隣
市
町
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
連
携
の

話
が
来
た
際
に
は
、
本
町

と
し
て
も
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

問　
「
食
べ
切
れ
る
量
を

作
る
」「
作
り
過
ぎ
な
い
」

「
食
べ
切
る
」「
調
理
に
お

け
る
食
材
の
ご
み
の
量

の
削
減
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

組
み
は
。

建
設
環
境
課
長　
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
の
３
キ
リ
運
動
」

や
「
３
０
１
０
運
動
」
を

推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ポ

イ
ン
ト
事
業
と
併
せ
た
食

品
残
渣
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

問　
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の

食
べ
き
り
協
力
店
」
に
つ

い
て
、
町
内
の
飲
食
店
の

登
録
の
促
進
や
、
登
録
さ

れ
た
店
舗
を
利
用
す
る
こ

と
を
推
奨
す
る
の
は
ど
う

か
。

建
設
環
境
課
長　

事
業
系

ご
み
の
削
減
に
結
び
つ
き

ま
す
の
で
、
各
飲
食
店
へ

何
ら
か
の
方
法
で
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

本
町
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

し
て
い
く
予
定
は
。

企
画
財
政
課
長　

既
に
ち

よ
だ
利
根
川
お
も
て
な
し

マ
ラ
ソ
ン
で
取
組
ん
で
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
の
自
転
車

で
の
配
置
、
会
場
、
沿
道

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

会
場
内
で
の
ご
み
の
分
別

活
動
、
そ
し
て
官
民
連
携

で
の
大
会
運
営
な
ど
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

継
続
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　

利
根
川
流
域
の
市
や

町
と
の
連
携
に
つ
い
て
取

組
み
状
況
は
。

建
設
環
境
課
長　

ご
み
が

流
入
し
な
い
よ
う
な
取
組

み
が
重
要
で
、
も
っ
と
広

域
的
な
河
川
流
域
で
の
連

携
し
た
取
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

森　雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

※ SDGs
よりよい世界を目指すために国連
で採択された「持続可能な開発目
標」の事。

つぶやき

国際的な取組みが進んでいるSDGs

SDGsへの取組みを本
町でも積極的に続けて
いければと思います。
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学業の遅れは大丈夫か

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

【 教育長 】定着確認をしています

問　

他
町
で
は
教
育
委
員

会
が
各
学
校
の
教
員
に
対

し
て
、
学
習
の
進
度
の
聞

き
取
り
を
何
回
も
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

町
は
。

教
育
長　

校
長
か
ら
話
し

を
聞
い
て
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

問　

他
県
に
お
い
て
は
教

育
委
員
会
（
市
町
村
）
ご

と
に
夏
休
み
期
間
が
違
う

が
、
本
町
に
お
い
て
も
夏

休
み
の
長
短
は
県
の
教
育

委
員
会
や
東
部
教
育
事
務

所
と
関
係
な
く
、
各
教
育

委
員
会
で
決
め
ら
れ
る
と

い
う
法
的
根
拠
が
あ
る
と

思
う
が
。

教
育
長　

各
市
町
村
で
決

め
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問　

本
町
の
小
中
学
校
の

夏
休
み
短
縮
期
間
は
適
正

と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

群
馬
県
教
育
委

員
会
の
通
知
に
従
い
、
臨

時
校
長
会
に
お
い
て
決
定

し
、
適
正
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

埼
玉
県
や
東
京
都
、

大
阪
府
な
ど
も
含
め
て
、

本
町
よ
り
少
な
い
夏
休
み

を
設
定
し
て
授
業
を
し
て

い
る
が
、
本
町
は
大
丈
夫

な
の
か
。

教
育
長　

高
校
入
試
の
出

題
範
囲
を
確
認
し
て
み
た

と
こ
ろ
本
町
と
変
わ
ら
な

い
同
じ
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

問　

教
育
長
は
本
年
は
コ

ロ
ナ
禍
な
の
で
国
が
全
体

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
７
割

消
化
す
れ
ば
良
い
と
い
う

指
針
が
出
て
い
る
か
ら
７

割
す
れ
ば
良
い
と
の
判
断

だ
が
、
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
自
治
体
で
は
10
割

に
す
べ
く
授
業
を
し
て
い

ま
す
。
本
町
の
中
学
３
年

生
が
高
校
受
験
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
不
利
な
状
況

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

県
か
ら
の
通
知

に
従
っ
て
市
町
村
も
や
っ

て
い
ま
す
。
量
よ
り
も
質

の
ほ
う
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

問　

休
校
期
間
中
の
学
業

の
遅
れ
に
対
し
て
定
着
確

認
は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

単
元
テ
ス
ト
や

豆
テ
ス
ト
な
ど
を
適
宜
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確

認
し
て
い
ま
す
。

群馬県と埼玉県の各自治体による夏休み期間
群馬県
17日間 嬬恋村・草津町
23日間 前橋市・高崎市・太田市・千代田町他
24日間 沼田市・片品村他

埼玉県
10日間 狭山市・八潮市
12日間 幸手市・越生町・宮代町
13日間 加須市・和光市・白岡市
16日間 さいたま市・川越市・羽生市他
17日間 所沢市・上尾市・草加市他
18日間 秩父市・本庄市・鴻巣市他
19日間 桶川市・坂戸市・伊奈町他
20日間 春日部市・蕨市・戸田市他
23日間 熊谷市・川口市・行田市他
24日間 飯能市
25日間 吉川市

つぶやき

他町の子どもたちは
もっと勉強している。
負けるな千代田の子ど
もたち。
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川底に土砂が堆積しているが

【 建設環境課長 】浚
しゅんせつ

渫※の要望をしています

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

問　

調
整
池
を
進
出
企
業

が
取
得
す
る
こ
と
で
緑
地

面
積
に
も
環
境
面
積
に
も

使
用
で
き
る
。
販
売
を
含

め
有
効
活
用
を
望
む
が
、

千
代
田
第
二
工
業
団
地
の

調
整
池
の
造
り
は
ど
う
な

る
か
。

都
市
整
備
課
長　

進
出
す

る
企
業
が
購
入
を
希
望
し
、

管
理
な
ど
の
条
件
を
満
た

せ
ば
売
却
の
検
討
を
し
ま

す
。

問　

調
整
池
に
雑
草
が
繁

茂
し
十
分
な
貯
水
量
を
確

保
で
き
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
除
草
回
数
を
増

や
す
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

年
１
回

の
除
草
作
業
で
す
が
、
雑

草
に
よ
る
放
流
へ
の
支
障

が
な
く
妥
当
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

問　

既
定
の
容
量
が
貯
水

で
き
る
よ
う
に
管
理
し
て

い
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

年
１
回

の
除
草
作
業
時
に
集
草
作

業
も
行
い
ま
す
。
ま
た
10

年
を
目
安
に
浚
渫
工
事
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
の
台
風
19
号
等

の
影
響
で
利
根
川
の
川
底

に
土
砂
が
堆
積
し
た
状
態

で
、
水
害
に
対
し
堤
防
の

許
容
量
が
減
っ
て
い
る
が

国
か
ら
の
対
応
は
あ
る
か
。

建
設
環
境
課
長　

県
営
赤

岩
渡
船
の
運
航
路
と
し
て

も
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

県
と
協
力
し
て
浚
渫
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。

問　

国
の
大
雨
対
策
で
ダ

ム
の
事
前
放
流
を
す
る
よ

う
に
な
る
が
、
本
町
は
利

根
大
堰
が
あ
る
の
で
水
位

が
高
ま
り
や
す
い
と
思
う
。

国
か
ら
ど
の
よ
う
な
安
全

対
策
の
指
示
が
あ
る
か
。

建
設
環
境
課
長　

ダ
ム
の

操
作
基
準
に
基
づ
い
て
河

川
の
水
位
に
影
響
が
な
い

日
に
行
う
た
め
、
通
常
の

排
水
作
業
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所

の
受
入
れ
人
数
が
少
な
く

な
る
。
避
難
場
所
の
追
加

の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

指

定
避
難
所
以
外

の
避
難
方
法
に

つ
い
て
検
討
調

整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
車
で
の

避
難
所
と
し
て
、

く
ら
か
け
公
園

の
開
放
を
考
え

て
い
ま
す
。

問　

ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
取
る
避
難

所
運
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

総
務
課
長　

世
帯
ご
と
に

２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離

を
確
保
す
る
こ
と
や
、
発

熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
の

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
の
対
応
で
す
。

調
整
池
の
有
効
活
用
は

【
都
市
整
備
課
長
】　

売
却
も
検
討
し
ま
す※ 浚渫

海底・河床などの土砂を、水深を
深くするために掘削すること。

川底に堆積物が目立つ利根川

つぶやき

工業団地などの開発を
する度に調整池を造り
ます。治水に万全を期
しながら有効活用を強
く望みます。
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災害時の人材確保は

酒巻 広明議員
HIROAKI  SAKAMAKI

問　

水
害
時
に
水
防
活
動

を
行
う
人
員
不
足
へ
の
対

応
は
。

総
務
課
長　

災
害
対
策
本

部
へ
消
防
署
職
員
及
び
消

防
団
よ
り
連
絡
要
員
を
配

置
し
、
迅
速
か
つ
円
滑
な

災
害
対
応
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
を
一
斉
発
信

で
き
る
こ
と
か
ら
防
水
対

応
の
無
線
機
を
購
入
し
ま

す
。
限
ら
れ
た
職
員
を
災

害
現
場
等
に
効
率
的
に
配

置
す
る
と
と
も
に
情
報
共

有
し
、
応
援
が
必
要
な
現

場
に
も
即
座
に
対
応
で
き

る
よ
う
強
化
を
図
り
ま

す
。

問　

避
難
所
運
営
や
水
防

活
動
等
に
町
民
の
方
に
協

力
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

総
務
課
長　

水
防
活
動
は

危
険
を
伴
う
の
で
経
験
や

知
識
も
あ
る
元
消
防
団
員

に
は
、
側
面
か
ら
協
力
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
避

難
所
運
営
で
は
各
地
区
の

自
主
防
災
組
織
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
運

営
を
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

昨
年
の
台
風
19
号
に

お
い
て
安
全
に
水
防
活
動

を
行
う
た
め
の
装
備
は
大

丈
夫
だ
っ
た
か
。

総
務
課
長　

救
命
胴
衣
を

着
用
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
危
険
を
伴
う
場
所
に
配

備
す
る
職
員
へ
は
着
用
の

徹
底
を
図
り
ま
す
。

問　

町
の
レ
ガ
ッ
タ
大
会

で
使
用
し
て
い
る
救
命
胴

衣
等
を
活
用
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　

町
が
所
有
し

て
い
る
救
命
胴
衣
を
活
用

し
ま
す
。
ま
た
、
安※

全
帯

を
今
年
度
購
入
し
万
が
一

の
と
き
に
は
着
用
し
て
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た

場
合
の
場
所
は
。

住
民
福
祉
課
長　

社
会
福

祉
協
議
会
の
事
務
所
が
あ

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ま
す
が
、
改
修
工
事

期
間
中
に
お
い
て
は
町
と

相
談
の
上
、
代
替
施
設
で

の
開
設
と
な
り
ま
す
。

問　

災
害
時
、
復
旧
・
復

興
に
は
、
多
く
の
人
材
確

保
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
状
況
下
に
お
い
て
、

人
材
確
保
が
厳
し
い
中
で

の
対
応
が
必
要
と
感
じ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
と
の

連
携
等
を
日
頃
よ
り
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

【 町長 】地域住民との連携等、強化が必要です

※ 安全帯
高い場所等で作業を行う場合に使
用する命綱付きベルトのこと。昨年の台風19号で活躍したボランティア

つぶやき

安全第一で水防活動を
行うことが大切です。
２次災害を防ぐために
も最低限の装備が必要
と考えます。
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フレイル予防で
健康寿命を延ばす考えは

問　
フ
レ
イ
ル
と
は
何
か
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

住
民
福
祉
課
長　

フ
レ
イ

ル
は
、
健
康
な
状
態
と
要

介
護
の
中
間
の
段
階
で
適

切
な
対
処
を
す
れ
ば
、
心

身
の
健
康
を
取
り
戻
す
こ

と
が
可
能
な
状
態
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
は
か
か
り
つ
け
医
を
持

ち
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
早

い
時
期
か
ら
フ
レ
イ
ル
の

予
防
に
取
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
フ
レ
イ
ル
を
正

し
く
理
解
し
、
介
護
予
防

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

フ
レ
イ
ル
予
防
で
健

康
寿
命
を
延
ば
す
考
え

は
。

住
民
福
祉
課
長　

国
や
県

の
考
え
は
、
ま
ず
後
期
高

齢
者
健
診
を
受
け
て
も
ら

い
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
で
す
。
心
身

の
衰
え
を
早
期
に
発
見
し
、

改
善
を
図
っ
て
重
症
化
を

予
防
し
た
り
、
介
護
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
健
康

寿
命
を
延
ば
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
学

ん
だ
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

地
域
で
フ
レ
イ
ル
予
防
を

広
め
、
自
主
的
に
フ
レ
イ

ル
予
防
に
取
組
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
延

伸
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

町
で
も
国
や
県
同
様
に
普

及
活
動
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

住
民
福
祉
課
長　

フ
レ
イ

ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

栄
養
、
口
腔
機
能
、
運
動
、

社
会
参
加
の
４
項
目
を
意

識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

行
う
介
護
予
防
教
室
に
参

加
し
た
り
、
仕
事
や
家
事

の
合
間
に
簡
単
な
運
動
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
自
分

に
合
っ
た
方
法
を
選
ん
で

始
め
る
と
継
続
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン

タ
ー
か
ら
町
の
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
、

個
別
案
内
を
す
る
な
ど
、

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
つ

い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

【 住民福祉課長 】介護予防につなげ、
健康寿命を延ばしたい

講座に参加して健康維持の秘訣を学びましょう

つぶやき

自分に合ったフレイル
予防方法を選んで、今
日から始めませんか！
毎日を楽しく元気に暮
らすために。
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管
理
不
全
な
空
き
家
等
の

解
消
の
促
進
の
３
つ
の
基

本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
締
結
し
、
空
き

家
等
が
管
理
不
全
な
状
態

と
な
ら
な
い
よ
う
、連
携
、

協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
長　

国
の
法
整
備
を
踏

ま
え
て
、
農
地
つ
き
空
き

家
の
取
得
、
活
用
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う
に
関
係
各

課
で
連
携
を
取
り
、
緩
和

対
策
支
援
の
確
立
を
進
め

て
い
き
、移
住
者
の
増
加
、

新
規
就
農
者
の
確
保
、
空

き
家
の
利
活
用
の
推
進
に

寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

空
き
家
対
策
は
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

都
市
整
備
課
長　

千
代
田

町
空
家
等
対
策
計
画
で
は
、

空
き
家
等
発
生
の
抑
制
と

適
正
管
理
の
促
進
、
空
き

家
等
の
利
活
用
の
促
進
、

利根川新橋の進捗状況は

金子 浩二議員
K O U J I  K A N E K O

問　

現
在
の
利
根
川
新
橋

の
具
体
的
な
進
捗
状
況

は
。

町
長　

現
在
、
県
土
整
備

プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継

続
し
て
利
根
川
新
橋
を
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
も
ら

う
た
め
に
、
群
馬
県
議
会

議
長
に
対
し
て
請
願
を
提

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
期

成
同
盟
会
構
成
市
町
の
議

員
の
署
名
を
集
め
て
群
馬

県
知
事
宛
て
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

問　

西
邑
楽
３
町
産
業
道

路
整
備
は
。

町
長　

新
橋
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
実
現
に
向
け
西
邑

楽
３
町
の
首
長
に
て
県
知

事
を
は
じ
め
、
邑
楽
郡
・

館
林
市
選
出
の
県
議
会
議

員
の
方
々
に
対
し
て

も
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　

町
の
総
合
計
画

に
西
邑
楽
３
町
産
業

道
路
整
備
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

産
業
道
路
を

重
要
課
題
と
し
て
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
記
載
す
る
予
定
で
す
。

【 町長 】多方面に要望活動を行っています

空
き
家
対
策
は

【
町
長
】　 

利
活
用
促
進
を
考
え
て
い
ま
す

つぶやき
西邑楽３町産業道路予定地

空き家対策はこれからの課題

利根川新橋の早期実現
を願っています。
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老人クラブに見守りを
お願いしては

【 教育長 】ボランティアとして活動してもらいたい

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

問　
「
子
ど
も
安
全
協
力

の
家
」
の
登
録
件
数
は
。

ま
た
、
ど
ん
な
人
を
対
象

に
、
お
願
い
し
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

58
件
で
す
。
対

象
は
、
通
学
路
や
危
険
箇

所
等
に
近
い
民
家
や
事
業

所
等
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
利
用

状
況
は
。

教
育
長　

確
認
や
集
計
等

は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

現
状
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

問　

子
ど
も
安
全
マ
ッ
プ

作
成
に
お
け
る
、
各
団
体

間
の
協
議
体
制
や
連
携
の

あ
り
方
は
。

教
育
長　

15
団
体
か
ら
の

情
報
が
一
元
化
さ
れ
作
成

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

子
ど
も
安
全
マ
ッ
プ

の
更
新
頻
度
と
配
布
先

は
。

教
育
長　

平
成
17
年
に
初

版
を
発
行
し
、
そ
の
後
、

平
成
21
年
度
・
28
年
度
に

改
訂
版
を
発
行
し
て
い
ま

す
。配
布
先
は
毎
戸
で
す
。

問　

登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
の
頻
度
は
。
ま
た
、

ど
ん
な
団
体
が
活
動
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

通
年
の
他
、
交

通
安
全
運
動
期
間
中
等
、

実
施
主
体
に
よ
り
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
交
通
指
導

隊
や
交
通
安
全
協
会
千
代

田
支
部
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
街
頭
指
導
や
、

小
中
学
校
教
職
員
に
よ
り

登
下
校
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守

り
活
動
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　

老
人
ク
ラ
ブ
に
補
助

金
を
追
加
し
通
年
で
子
ど

も
た
ち
の
下
校
の
見
守
り

を
お
願
い
し
た
ら
ど
う

か
。

教
育
長　

自
発
的
な
取
組

み
を
尊
重
し
、
今
後
も
あ

く
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
立
場
で
で
き
る
範
囲

で
無
理
な
く
継
続
し
て
活

動
し
て
も
ら
い
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

子
ど
も
安
全
安
心
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
年
も
前

か
ら
増
え
て
い
な
い
が
。

町
長　

老
人
会
・
行
政
区

に
、お
願
い
す
る
こ
と
も
含

め
て
研
究
を
し
な
が
ら
早

め
に
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つぶやき

子ども達の登校を見守る、交通指導員

子ども安全安心パト
ロールボランティアが
足りません。
登下校の見守り！
新たな取組みを。
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ごみの減量化対策は

髙橋 祐二議員
YUUJ I  TAKAHASH I

問　

可
燃
ご
み
の
一
人
当

た
り
の
排
出
量
が
、
県
内

ワ
ー
ス
ト
か
ら
順
位
が
少

し
上
が
っ
た
事
で
気
が
緩

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
。

建
設
環
境
課
長　

ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
飛
躍
的

に
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

可
燃
ご
み
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
環
境
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
一

人
ひ
と
り
の
行
動
に
か

か
っ
て
お
り
、
重
要
か
つ

一
番
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
環
境
エ

コ
通
信
や
広
報
紙
で
、
啓

発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問　

各
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
日
、

時
間
等
の
改
善
が
で
き
な

い
か
。

建
設
環
境
課
長　

可
燃
ご

み
の
収
集
は
ど
こ
の
自
治

体
で
も
週
２
回
で
す
。
資

源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
拠

点
回
収
と
し
て

町
内
２
か
所
で

曜
日
、
時
間
帯

も
関
係
な
く
回

収
し
て
い
ま
す

が
、
品
目
も
限

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
利
便
性

を
考
え
て
検
討

を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

ご
み
減
量

化
を
は
か
る
に

は
。

町
長　

皆
様
の
努
力
、
協

力
に
よ
り
、
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
上
げ
る

こ
と
で
、
可
燃
ご
み
の
減

量
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【 町長 】リサイクル率を上げていきます

問　

新
規
工
業
団
地
工
事

及
び
誘
致
の
進
捗
は
。

都
市
整
備
課
長　

工
事
は

来
年
３
月
の
完
了
に
向
け

て
順
調
に
施
工
さ
れ
て
い

ま
す
。
誘
致
に
つ
い
て
は

８
月
17
日
か
ら
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
分
譲
の

周
知
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
数
社
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
来
て
い
ま
す
。

問　

都
市
計
画
道
路
の
開

通
は
い
つ
か
。

建
設
環
境
課
長　

県
及
び

公
安
委
員
会
と
の
協
議
の

結
果
、
延
伸
路
線
が
完
成

し
て
か
ら
開
通
す
る
よ
う

に
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

延
伸
路
線
開
通
予
定
は
、

令
和
６
年
で
す
が
、
早
期

開
通
で
き
る
よ
う
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問　

商
業
施
設
の
誘
致
の

進
捗
は
。

都
市
整
備
課
長　

今
ま
で

一
括
で
販
売
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
分
割
販
売
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

企
業
と
協
議
を
進
め
て
お

り
、
良
い
報
告
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
開
通
は

【
建
設
環
境
課
長
】　 

令
和
６
年
を
予
定
し
て

い
ま
す

すべて資源です
つぶやき

根気強くごみの減量を
進めたい。
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　総務産業常任委員会、及び文教民生常任委
員会では、町行政施策の推進や課題の解決に
向け、管内視察等を行い調査・研究を実施し
ました。また、各委員会における執行部との
意見交換においても、町の現状や考え方につ
いて伺う事が出来ました。
　この度、両常任委員会より、町行政施策の
進展に寄与することを目的に、各委員会ごと
に意見集約を行い町に対して要望書を提出し
ました。

●総務産業常任委員会の要望事項
⑴災害時におけるマイタイムラインの周知・
徹底について
⑵AI音声認識システムの調査・研究について

●文教民生常任委員会の要望事項
⑴通園・通学路の安全安心対策

⑵ICT教育の先進地として町内小中学校に
まんべんなく波及すること
⑶乳幼児から高齢者が安全で安心して活動で
きる居場所づくり

●両常任委員会の共通要望事項
　新型コロナウイルス感染症に関わる対策、
及び支援策を継続して行うこと

　この度、千代田町議会が中心となり、利根
川新橋建設促進期成同盟会の構成市町であり
ます６市４町（太田市、館林市、熊谷市、行
田市、足利市、大泉町、邑楽町、千代田町）
の議会議員より、群馬県、埼玉県、栃木県の
知事、並びに地元選出の県議会議員へ「利根
川新橋建設に関わる要望書」の提出を行いま
した。
　これは、平成25年４月に群馬県が策定し
た「はばたけ群馬・県土整備プラン」におい
て「利根川新橋（赤岩渡船）新設」が事業着
手予定と記載されましたが、今年度、同プラ
ンの見直しが行われるとのことから、この絶

好の機会に利根川新橋建設の事業着手を確実
とするために、群馬県、埼玉県、栃木県の知
事、並びに、地元選出の県議会議員に対して
強く要望したものであります。

利根川新橋建設に関わる要望書を
　　　　　　　群馬県知事に提出しました！

総務産業常任委員会
文教民生常任委員会 より要望書を提出しました！

議長・副議長・両常任委員長より町長へ提出

津久井副知事に要望書を提出
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１．本町は、１人/日当たりごみ排出量が明和町と比較する
と約500ｇ多い。
２．本町は、リサイクル率が明和町と比較すると約20％も
低い。
３．本町は、全国平均値及び群馬県平均値からも劣っている。
４．本町は、大泉町外二町環境衛生施設組合負担金（ごみ処
理費のみ）が令和元年度は「8,218万円」でした。

　明和町が運営しています「もったいない館（資源ごみ回収
施設）」に視察研修に行きました。
１．ごみ減量化への取組み（３本の矢）
①指定袋制度によるごみ排出量の抑制 ➡ チケット制の導入
　（1,200L/年分のごみ袋を無料配布）
②拠点収集による分別・資源化の徹底 ➡ 「もったいない館」
の整備（本館、西館、東館が整備されており、従事者８名
で運営されている委託経費として、「758万円/年」である）

③マイバッグ利用推進による海洋プラスティックごみの削減 
➡ めいわプラスティックマートの推進（マイバッグを全
世帯に配布）
７月にマイバッグキャンペーン（レジ袋を購入していない
レシート５枚）を行い、2,458通の応募が有り、町民の環
境に対する意識の高さがうかがえる。
２．館林衛生施設組合負担金が、約5,800万円/年で約3,700
万円の経費が削減されている。
●町民の環境への意識・環境モラルの高さには驚きました。
　視察研修を終えて感じたことは、「PDCA（Plan…計画、
Do…実行、Check…評価、Action…改善）」が、町民と行
政とで上手く循環していて、「見える化」が根付いていたと感
じたとても素晴らしい視察研修になりました。
 原口 剛　記

●本町でのごみ排出量及びリサイクルの現状（群馬県35市町村別資料より）

ごみ減量化に対する取組み状況確認

レポート
総務産業常任委員会 令和２年９月25日実施

場所：明和町「もったいない館」他

一人ひとりが小まめ
に分別の意識。

大谷

環境モラル向上施策
が素晴らしい。

原口

確かな分別で、ゴミ
減量化推進。

小林

限られた財源、有効
に使いましょう。

大澤

まずは、分別からや
りましょう。

金子

資源ごみの回収強化
でごみ減量化。

柿沼

町民・スタッフによる資源ごみ分別風景

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

・ごみ排出量（１人１日当たり排出量）単位：ｇ

H27年度 H30年度

順位 排出量 順位 排出量

明和町 4 692 4 732

全国平均値 939 918

群馬県平均値 1,031 986

千代田町 30 1,174 31 1,218

・リサイクルの現状 単位：％

H27年度 H30年度

順位 リサイクル率 順位 リサイクル率

明和町 5 29.4 4 30.8

全国平均値 20.4 19.9

群馬県平均値 15.4 15.2

千代田町 32 8.2 20 12.8
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　悲しいことに近年、登下校時の児童生徒が被害者
となる事件・事故が全国的に多数発生し、児童生徒
の安全確保が喫緊の課題となっています。
　それを踏まえ「千代田町子ども安全マップ」に記
載されている危険個所及び登下校時の街頭指導個所
を中心に本町の通学路を安全安心の観点から全議員
で視察しました。
　以前からとても危険だと指摘されている中島信号
交差点から給食センター北西交差点の通学路は、都
市計画道路が開通すれば時間帯で進入禁止にするな

どの対策を取ることで大幅に改善できると思いま
す。
　また、毎年数台ですが継続して防犯カメラを設置
しています。犯罪抑止効果として大変有効と考えま
すので、必要なところに速やかに設置することを望
みます。
　本町の児童生徒は町の将来を担う大切な宝です。
地域の安全は地域で自ら守っていく。そんな強く温
かい千代田町にしていきたいですね。
 橋本 和之　記

子どもの安全安心のため通学路を確認

管内視察 
文教民生常任委員会 令和２年９月25日実施

場所：千代田町「町内通学路」

上五箇信号交差点での現地視察 毎戸配布されている子ども安全マップ

子どもの笑顔の為に
地域の協力を。

酒巻

町民の皆様で守る子
どもの交通安全。

橋本博之

地域の協力で子ども
たちの安全を。

髙橋

通学路の安全確保で
学童事故０を。

川田

子どもたちの安全を
確保しましょう。

森

通学路の安全、安心
の学校生活。

 橋本和之

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課
開催日：令和２年９月10日開催日：令和２年９月10日

大谷 純一（委員長）
原口　 剛（副委員長）
小林 正明
大澤 成樹
金子 浩二

総
務
課

河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
に
つ
い
て

問
中
島
二
ノ
堰
上
流
に
設

置
さ
れ
た
機
器
は
実
証
実
験

終
了
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
終
了
後
は
機
器
を
引
き

続
き
使
う
こ
と
が
可
能
で

す
。

都
市
整
備
課

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
の

分
譲
状
況
に
つ
い
て

問
さ
ら
に
販
売
促
進
さ
せ

る
に
は
。

答
町
外
か
ら
の
移
住
者
の

土
地
購
入
者
に
対
し
て
、
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
５
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

産
業
観
光
課

問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
米
価

の
買
取
価
格
が
下
が
り
、
農

家
が
困
窮
し
て
い
る
が
。

答
国
の
今
後
の
動
向
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
で

す
。

意
見
交
換

マ※

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
に
つ
い
て

議
員
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
は
難
し
い
の
で
、
指

導
者
を
育
成
す
る
考
え
は
。

執
行
部
自
主
防
災
組
織
や

学
校
、
町
内
企
業
等
で
講
習

を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今

後
は
地
域
で
指
導
出
来
る
方

を
育
成
し
て
い
き
た
い
で

す
。執

行
部
避
難
の
際
は
ト
イ

レ
も
使
え
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
前
提
で
個
々

で
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
用
意

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い

て執
行
部
本
町
の
一
人
１
日

当
た
り
の
排
出
量
は
35
市
町

村
中
31
位
と
低
迷
し
て
い
ま

す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
向

上
し
て
き
て
い
ま
す
。

議
員
土
地
が
広
い
方
や
畑

を
持
っ
て
い
る
方
は
コ
ン
ポ

ス
ト
が
有
効
で
は
な
い
か
。

議
員
令
和
３
年
４
月
よ
り

ご
み
処
理
場
が
大
泉
か
ら
太

田
に
な
る
が
、
町
が
支
払
う

費
用
は
。

執
行
部
処
理
費
用
は
安
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

遠
方
に
な
る
の
で
ご
み
収
集

車
の
台
数
が
必
要
に
な
り
、

運
搬
費
用
が
掛
か
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。ま
た
、指
定
の
ご

み
袋
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

※
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
事

前
防
災
行
動
計
画
の
事
で
、

事
前
に
水
害
等
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
予
め
家
族
等
で
避

難
場
所
や
避
難
す
る
場
合
の

判
断
を
決
め
て
お
き
、
避
難

が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

日
頃
か
ら
計
画
し
て
お
く
こ

と
で
す
。

太田市外三町クリーンプラザ

中島地内に設置された河川監視システム
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会
開催日：令和２年９月11日開催日：令和２年９月11日

酒巻 広明（委員長）
橋本 博之（副委員長）
髙橋 祐二
川田 延明
森　 雅哉
橋本 和之

税
務
会
計
課

令
和
元
年
度
の
口
座
振

替
に
つ
い
て

問
昨
年
に
比
べ
口
座
振
替

の
増
減
件
数
は
。

答
２
７
０
件
程
度
の
減
少

に
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
よ
る
現
金
納
付
が
増

え
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

住
民
福
祉
課

旧
東
幼
稚
園
（
仮
称
）

多
世
代
交
流
施
設
児
童

館
の
開
館
等
に
つ
い
て

問
開
館
の
予
定
日
と
利
用

者
を
特
定
す
る
こ
と
は
。

答
年
明
け
に
児
童
館
の

引
っ
越
し
が
終
わ
り
ま
す
。

年
度
内
に
開
館
の
準
備
を
済

ま
せ
施
設
の
利
用
開
始
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
を
特
定
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
施
設
が
東
地
区
に

あ
っ
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
で

使
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

健
康
こ
ど
も
課

（
仮
称
）総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に

よ
る
名
称
の
公
募
は
。

答
町
の
新
た
な
財
源
確
保

と
し
て
、
要
綱
や
規
定
に

沿
っ
て
保
健
と
福
祉
の
イ

メ
ー
ジ
を
確
保
し
つ
つ
地
域

企
業
か
ら
手
を
挙
げ
て
も
ら

え
る
公
募
を
検
討
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

小
学
６
年
生
の
修
学
旅

行
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
西
小
学

校
で
は
１
泊
２
日
の
行
程
、

ま
た
東
小
学
校
は
日
帰
り
の

行
程
に
な
っ
て
い
ま
す
が
行

先
に
違
い
は
。

答
行
先
に
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
小
学
校
６
年
生
に

つ
い
て
は
日
帰
り
で
あ
っ
て

も
、
楽
し
い
思
い
出
に
な
る

よ
う
な
行
程
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

「
か
ら
だ
」と「
こ
こ
ろ
」

の
健
康
に
つ
い
て

議
員
朝
食
を
食
べ
て
い
る

小
中
学
校
の
生
徒
の
割
合
が

低
い
が
指
導
は
。

執
行
部
朝
食
を
食
べ
な
い

理
由
と
し
て
、
起
床
が
遅
く

食
べ
る
時
間
が
な
い
。
食
欲

が
な
い
・
食
べ
た
く
な
い
な

ど
朝
に
時
間
が
な
い
こ
と
が

要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
規

則
な
生
活
が
続
い
て
い
る
、

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
こ

と
が
多
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
教
育
委
員
会
と
調
整

し
な
が
ら
規
則
正
し
い
生
活

の
指
導
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

議
員
小
中
学
校
の
長
期
休

校
明
け
の
生
徒
た
ち
の
心
の

ケ
ア
は
。

執
行
部
現
在
は
心
の
相
談

員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
適
切
な
対
応
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
小
中
学
校
の
長
期
休

校
に
よ
っ
て
運
動
不
足
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

執
行
部
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

各
大
会
が
中
止
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
運
動
す
る
時

間
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
各
学
校
の
体
育
授
業
の

重
要
性
が
大
き
い
と
考
え
ま

す
。
体
力
や
運
動
能
力
の
向

上
を
図
る
教
育
課
程
を
学
校

と
考
え
、進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
世
代
に
お
い

て
も
、
町
の
施
設
を
活
用
し

て
も
ら
い
健
康
長
寿
を
目
指

し
て
も
ら
い
た
い
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
３
密
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
工
夫
し
て
運
動
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

KAKINUMAアリーナ内トレーニング室
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代
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

12月４日（金）～12月11日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

Vol.2
将来を担う若者達

に聞きました！

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

金
子　

浩
二

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

原
口　
　

剛

委

員

橋
本　

博
之

今号の表紙
～ペン字教室～
　町民文化教養教室の一環として８月６日から全５回、
コスメ・ニスト千代田町プラザにおいてペン字教室が開
催されていました。丸山洋子先生（新福寺）を講師に迎え、
13名の受講生のみなさんが楷書や行書でペン字の練習を
していました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

将来の夢は「エンジニア」
 モノを作る技術者

❶周りに気を使えるようになった。
❷都市計画道路が早く開通し
てほしい。

❸今と変わらず自然豊かな千
代田町であってほしい。

将来の夢は「高校の先生」
 商業系

❶政治家に成れた感じがした。
❷変わらず良い町。
❸都会から移住してくれるよ
うな魅力的なまち。

「子ども議会」参加者
　「将来を担う若者達」は、３年前に実施した「子ども議会」に参加した皆様をご紹介します。
　今回は、12人の内の２人にご協力をいただきました。

❶子ども議会での経験を経て今は？
❷その後の３年で千代田町はどう変わりましたか？
❸今後、千代田町に期待することは？

須藤　秀太さん
（舞木在住）

関根　健真さん
（上中森在住）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

取材議員のひとこと

子ども議員の成長にビックリしました。
子ども達が自分の住んでいる「まち」の今後に
関心を持ってもらう事、大事です。
自分の夢に向かって頑張れ！！

金子大澤

議会を傍聴される方への注意事項
・手洗いや手指消毒液の使用
・マスクの着用
　なお、次のような症状がある場
合は、入場をお断りすることがあ
ります。
・風邪の症状がある。
・37.5度以上の発熱がある。
・咳が出る。

Q&A
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